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　核融合炉では長時間定常運転（SSO ）が必要不 可欠である。プラズマ
ー
壁相互作用（P

W ）に関する現象には長い 時定数を持つ ものが鋤 、安定した長時閭放電を実現するた

めには 、そのような現 象の把握 が必喪である。また、放電の履歴が 長時間放電に 及ぼす

影“Sまだ 明らかにされてい ない が、SSOのための里 要な課 題である。そ こで今 回は、
P糊 に起因して壁からプラズマ に流入 する酸素不純物挙勘に 注目L1 回の長時閻放電と

放電を繰り返した塙合を比較した。
　今回 の実験条件は加熱パワ

ー
約7kW 、プラズマ 電流約16kA、電子密度約1．2×10

1ern −3
で あり、可観分光器を用いOll（464nm ）の繰強度（』，）の放電中の時間変化を計

測した。放電 間の比較のために、lozを電子密度で割 っ た値（loziN）を用いたe

　図1に1回の長時間敵電での娩 ノneの 時聞変化を示す。実線が実険結果である。』rtne

は放電開始時には約48で あ
LJ、放電終了時には約30に 滅少した。破線は』i／neの減少を

次式でフィッティングしたもの であLJ、　loz！Ptの減少の時定蜘よ約26秒である。
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図2に放電の 繰り返しでの 』∬鶴 の 時聞発展を示す。ここでは15回の放電を繰 り返 した。
横軻 ま放電時間の積算値であり、その合計は 1641秒であるe 放電繰り返 しの 場合、初期

の10trnは 約53であり、最終的に約24まで減少した。図2の破線はこの減少を式（1）でフ

ィッティン グした もの であり、減少の 時定蜘 ま約146秒である。
また、放電繰り返 しの場合には 、放電と放電 との 間に空 き時間 がある。この空き時間に

よるlo［／n．へ の影響を即 に示す。横軸は放電と放電との 空審時聞．縦軸は放電初期で の

』皿Me とその 一
放躍前の 放電終了時のらtrMeとの差（△IOEMe）である。図3より、　lell／neが

放電と放電との 空き時間とともに 増加していることがわ かった。：れが、図1と図2で の 時

定数の 違いの原因となっていると考えられる。

図11 回の 長時閲放電での

lOl／rleの時間 変化
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　図3 放電と放電 との空 き時聞によるlo夏嬬 へ の影響

30aA28P TRIAM −1M 長 時間プ ラズ マ にお けるH α 線強度の 空 間分布

　　　　　　　　　　　　　　　Spacial　profile　ofHa 　line　intensity　in　long　discharges　on 　TRIAM −1M
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　将来の 核融合炉実現に向けて 、長時間定常運転 は重要な課題である。長時間放電

にお けるプラズ マ ・壁相互作用 の理 解が重 要であり、本研究 では H α 線強度の トロイダ

ル 方向分 布、ポ ロイダル方 向分 布 を測定し、水素リサイクリン グの 空間構造に関する研

究を行 っ ている。8．2GHal− ｛CD プラズ マ （電子密度〜0．6 × 10igm
’／
）にお ける H α 線強

度の 典型的なトロ イダル 方向分布 を図 1に示す 。横軸 は 、可動 リミタ（ML ）お よび ポロイ

ダル リミタ （PL）を有す るポ
ー

トを基準 としたトロ イダル 方向の 距離圃 で ある。図中の 破

線は 下式を用い たフィ ッ ティン グの 結果で ある。
　 　 　 　 　 　 　 　 s

蝋 x）＝Pmt＋ ΣP ・exp （
− lx− mYA ．uM ）＋ P、・exp ←lx−）i9・11λ、，）

　 　 　 　 　 　 　 　 i≡1

図 1の場合の 特性長 λ LOdiはfUe．2m で あった。この 値は 、測定ポート間の 距離と同程度

の 値で あるため、今回 は特性長 の指標となるトロイダル 方向距離 伽 の M しおよび PL
を有す るボ

ー
トでの 発 光強度とトロイダル 方向距離 0．33m の ボ

ー一
トの 発 光強度比を用

い るこ とに した。図2 に発 光強度比の 電 子密度依存庄を示 す。この 図より、発光強度比

は密度の増加とともに緩やかに減少して い ることが分かる。上式のフ ィッティングより求

めた特性 長 は約
一

桁の 密度増加 に 対して 2f3程度まで しか 減少 しnt 、な い と評価される。
DEGAS コ ードを用い たシ ミ＝レ

ー
シ ョ ン では、実験結果が再現され てきO 、る［1］。本講

演で は DEGAS 　 lp ドによる密度依存性の詳細な解析や、ポ ロ イダル 方向分布の密度

依存性に関しても考察を行い 報告する。
　［1］東園、中嶋 他 プラズ マ ・核融 合学会第 21回年 会予 稿集 24aA31P
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図 1H α 線強度の トロ イダル 方向分布
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図2　発光 強度比の電子密度依存性
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